


































































































































三浦 嘉也ら / Tm3+含有結晶化ガラスのアップコンバージョン 121
?
? ? ? ? ? ?? ? ? ?









































? ? ? ? ? ?? ? ?































































































































三浦 嘉也ら / Tm3+含有結晶化ガラスのアノブコンバージョン
Fig.4a.TEM imageOf the glass-ceramics
preparedfro皿GlassAbytheheattreatmentat
530℃ for8h.
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三浦 嘉也ら / Tm3+含有結晶化ガラスのアップコンバージョン
程度の減少にとどまっている｡従って､析出したPblCdllF2
結晶による励起光やアップコンバージョン蛍光の散乱の
影響よりも､フォノンエネルギーの小さいPbxCdl_XF2結晶に
Tm3'イオンが取り込まれることによる非稲射損失の緩和効
果の方が強く現れていると考えられる｡熱処理時間が 30
分～1時間に増加すると試料の透過率が更に減少し､励起
光に対する散乱効果が大きく寄与して試料中に進入する
励起光の強度が減少するため､アップコンバージョン蛍光
強度は減少するものと考えられる｡更に 2-8時間熱処理
を行った試料においては励起光およびアップコンバージ
ョン蛍光に対する透過率がほぼ 0%であるにも係わらず蛍
光強度は再び増大しており､これはGlassAの場合と同様
に光散乱によるアップコンバージョン蛍光の増大効果に
よるものであろう｡GlassBにおいては､光散乱による励
起光強度の減少と励起光に対する閉じ込め効果の間の競
争的な関係により､熱処理時間に対して一度蛍光強度が減
少し､再び増大するという強度変化を示したものと考えら
れる｡また 4-8時間熱処理を行った結晶化ガラス試料の
励起光(650nm)に対する透過率は､GlassAが 10-30%､
GlassBがほぼ 0%であり(図 3)､GlassAよりもGlassB
の方が励起光を強く散乱するため､母ガラスに対してより
高強度のアップコンバージョン蛍光を示すものと考えら
れる(図5)0
4.稔括
siO2-A120｡-PbF2-CdF21YbF｡-TmF｡系ガラスに適切な熱処理
を施すことにより､光散乱のメカニズムが異なる不透明結
晶化ガラスが作製できること､および作製した不透明結晶
化ガラスが母ガラスを上回るアップコンバージョン蛍光
強度を示すことが確認された｡結果は以下のように要約さ
れる｡
1.SiO2-A1203-PbF｡-tdF2-YbF｡-TmF｡系ガラスに熱処理を施す
ことにより､PbxCdhF2結晶が析出した｡
2.析出した結晶の平均結晶子サイズは勲処理時間の増加
とともに増大する傾向を示した｡
3.30SiO2･15A10.5･24PbF2･20CdF2･10YbF3･lTmF｡(cat‰)系ガ
ラスにおいては､析出した結晶により Rayleigh散乱が支
配的になり､結晶子サイズが大きくなるに従い散乱光の波
長領域が長波長側-広がった｡
4･30SiO2･15A1203･24PbF2･20CdF2･10YbF3･lTnF3(JnO1%)系ガ
ラスにおいては､結晶子の凝集により結晶の大きさが励起
波長とコンパラブルなサイズとなるのでNie散乱が支配的
になり､透過率は可視領域全域にわたって減少した｡
5.適切な熱処理を施した不透明結晶化ガラスにおいて母
ガラスを上回る強度のアップコンバージョン蛍光が確認
された｡
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